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研究成果の概要（和文）：「生活のための日本語」授業の実態を知るため、国内5地域、11団体、22教室、98授
業を撮影し、複数の観点・手法で分析を行った。観点には物的リソースの占有・共有、教師のフィードバック等
があり、教師・学習者の発話の量的及び質的偏り、制度的な発話展開等の特徴が明らかとなった。
　授業の実態を端的に示し議論しやすくするためには、漫画が適当という結論に至った。分析結果をもとに、漫
画・タスク・解説からなる『研修用マンガ教材日本語教室をのぞいてみると』を作成した。

研究成果の概要（英文）：In order to explore the reality of Japanese language classrooms run by the 
municipal organizations or local volunteer groups for the foreign residents, the researchers 
videotaped 98 lessons at the 11 different sites. Either transcriptions or video images were used for
 analyses and the foci were occupied/sharing materials, feedback, the amount and types of teacher 
talk, etc. The different types of analyses revealed that there are both qualitative and quantitative
 imbalance of interactions between teachers and learners or among learners. 
We summarized some findings as episodes into a booklet for teachers. This book consists of cartoons,
 tasks and brief explanatory notes.  

研究分野：日本語教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（1）社会的背景 
日本に暮らす外国人が増加（2010年 12月
末時点で、総人口の約 1.67％）し続ける中、
2008 年に定住型外国人を対象に行った調査
（課題番号：20320074、研究代表者：金田智
子）によれば、日本語で「話すことが全くで
きない」及び「自己紹介や簡単な表現を使い
話せる」にとどまる人が、回答者全体の
45.8％を占めていた。そして、彼らの多くは
地域の各種団体によって開催される日本語
教室を利用しているが、十分な成果をあげら
れないまま、何年も日本に暮らしている場合
が少なくないという実態があった。 
（2）研究上の課題 
 生活者としての外国人に対する日本語教
育の「内容」に関する研究（「生活のための
日本語」の研究）は前述の調査等によって行
われていたが、「方法」に関する研究は事例
研究にとどまっていた。「生活のための日本
語」をいかに教えるか、という点に関して、
実際のデータに基づく研究は行われておら
ず、抽象的な議論しかできていなかったので
ある。「生活のための日本語」の教室活動を
客観的な評価の対象とし、教育改善のための
議論を可能にするためには、授業を何らかの
形でデータ化し、その実態を明らかにするこ
とが課題であった。同時に、教室活動の多様
性や重層性を把握するためには、既存の授業
分析手法では不十分であることが予想され、
複数の観点に対応できる分析手法を新たに
検討する必要もあった。 
 
２．研究の目的 
 「生活のための日本語」授業の「方法」に
焦点化し、その実態を明らかにすること、さ
らには、多様な授業のありようを捉えるため
の授業分析手法を新たに開発することによ
り、「生活のための日本語」の授業について
の議論を可能とする基盤を作ることを目指
す。さらに、その分析結果及び授業分析手法
を「生活のための日本語」の指導力を向上さ
せるための研修ツールとして提案する。 
 
３．研究の方法 
（1）国際交流協会等が運営する日本語教室
の授業をビデオ撮影し、その映像及び文字化
資料を複数の観点及び授業分析手法によっ
て分析する。分析手法については、試行結果
を踏まえ、研究者間の検討に基づいて、改良
を加える。分析結果をもとに、「生活のため
の日本語」授業の実態を把握し、特徴及び課
題を捉える。 
（2）授業のデータ分析結果や映像データを
用い、「生活のための日本語」指導者に対す
る研修（ワークショップ）を実施し、その結
果を踏まえ、研修方法の検討を行う。 
 
４．研究成果 
（1）国内 5地域、11 団体、22 教室において、

98 の授業を撮影した。１対１、少人数グルー
プ、一斉授業など異なる形態の授業である。 
分析の観点としては、教師と学習者による
物的リソースの占有・共有、教師のフィード
バック、教師と学習者の発話の量と質、教師
による質問のタイプ等であった。映像データ
を用いる場合と文字化データを用いる場合
とがあった。既存の分析手法で用いたのは
FOCUS、DQ/RQ である。これまで、これだけの
量の授業データを分析した研究はなく、また、
複数の視点・観点・手法によって同一データ
を分析するといった研究は行われていない。 
 分析により、教師・学習者の発話の量的偏
り、質的偏り、教師のフィードバックの問題
点、制度的な発話展開等の特徴が浮かびあが
った。また、学習者の発話を促す教師の発話
の長さや内容についての傾向も明らかとな
った。これらはいずれも、授業形態によらず
共通してみられる特徴であると同時に、広く
日本語教育全体の課題となりうるものであ
った。 
 授業データに基づく研修を試行的に実施
し、その成果を検討した結果、授業の特徴を
端的に捉え、その事象について議論し、自身
の実践に結び付けるためには、漫画を用いる
のが適当という結論に至った。分析によって
明らかとなった特徴をエピソード化し、漫
画・タスク・解説からなる『研修用マンガ教
材 日本語教室をのぞいてみると』を作成し
た。今後、この教材を「生活のための日本語」
の指導者向けの研修等で使用し、日本語教師
の思考過程に与える影響について探究しつ
つ、教師の継続的かつ自律的な成長を目指し
た研修方法を検討する計画である（基盤研究
(C)、課題番号 17K02862、研究期間：2017～
2019 年度、研究代表者：金田智子）。  
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